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市報を開く一つのきっかけに

• 市報配布部数 22,198部（12/1号）
（市内全世帯と事業所の一部に配布）

• Ｈ22年アンケートでは、読んでいる人が全体の５
割強。広報紙は勝手に送られてくるもので、読者
にはあまり興味がないことが多い

• 若い世代に興味をもってもらうために

→スマートフォンを市報にかざすと画面の

写真が動画に変わるＡＲを導入

• 平成27年４月１日号から１日号を中心に掲載中



ＡＲ（拡張現実）とは

• Augmented Reality（拡張現実）とは、人が知

覚する現実環境をコンピュータにより拡張す
る技術、およびコンピュータにより拡張された
現実環境そのものを指す言葉

（Wikipediaより引用）

• スマートフォンを使って、広報紙とういう現実
に、動画を付加するという拡張を行う



ＡＲを体験してみましょう

• 無料アプリ「Aurasma
（オーラズマ）」をダウ
ンロードし、天童市を
フォローする

• ＡＲマークのある写真にスマホをかざ
すと動画が再生する



ＡＲは誰でも作れます

• 写真を撮る（ＱＲコードの役割を果たす）

• 動画を撮る

• 動画を編集する

• オーラズマのウェブサイトで写真と動画をアップ
ロードする

（メリット）

• 自分で撮影・編集すれば、経費は掛からない。

• オーラズマのアップロード費用（サーバー使用
料）も無料。



山形新聞でＡＲ導入をＰＲ

• 山形新聞

平成27年
４月３日発行



アイデア次第でさまざまな使い方が

• 名刺、チラシ、ポスターなどにＡＲを設定

→紹介動画などを再生し、紙面では伝えら

れないことを伝える

• 各担当課でも記録写真と合わせて動画も撮
影すれば、ＰＲなどに使用可能



詳しくは、広報係へ

• ＡＲを作成したい

• アプリをダウンロードしたいなど

• 問合せは、市長公室広報係（内線325）

職員、みな広報マン。みなさんで天童の情報を
発信しましょう


